


















長良川河道浚渫

年度 浚渫量（立方㍍）

２０１３（H25) 20,700

２０１４（H26） 108,400

２０１５（H27) 94,900

２０１６（H28) 69,200

２０１７（H29) 70,000～

２０１８（H30) 70,000～ みらい工業受注

２０１９（H31/R1) （70,000～ ） 本年度実施中（4月～9月）

合計 約430,000 実施済

2013年以降、
50万～60万立方㍍の土砂が11㌔から12㌔地点で浚渫された。





河床高の変化について

16‐17km 全体として流出傾向

15‐16km 水深1.5m層は堆積傾向、

他の層は流出傾向

14‐15km 浅い部分は土砂が堆積傾向

深い部分は土砂が流出傾向

13‐14km 水深4m層は土砂は堆積傾向

他の層の土砂は流出傾向

12‐13km 水深3.5ｍより浅い層は堆積傾向

より深い層は流出傾向

10‐12km ３～7.5m層は堆積傾向

それ以外の浅い層と深い層は流出傾向
（この範囲は60万立方㍍の浚渫が行われている）



長良川河道浚渫の状況
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